




















































































































































































































































































　　　　(1, 1)　q (t1) = Á(q(t0), d(t0))
或はより一般的に
　　　　(1, 2)　q (t+1) = Á(q(t), d(t))
なる関係が成立つ。たヾ此の点に於てのみ変動せる与件の下に，上記の方程式組織が示す如き均衡状態
が第一年度を通じて市場を支配すると考へられるが，此の結果として与へられる各未知数の第一年度の










































が，時間の関数として（en fonction du temps）変動すると想像すれば十分である。かくて固定された
均衡（l’équilibre fixe）は攪乱されるに従つて再建される動的均衡（un équilibre variable ou mobile, se 
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ち越される資本ストックのベクターを kjt+1とすれば，変形関数 transformation function Fを用いて，今期の投入
と産出との再帰的な関係を次のように表現できよう（Ginsburgh and Keyzer （1997），Chapter ７）。
 　　　Fjt(yjt, k
～
jt+1, kjt) · 0
 　　　kjt · k
～
jt　　　　　　　　　　　t = 0, 1, ……, ∞


























































考慮にいれられなければならない。このように，期の内部の時間 time within a periodの問題と，期を越えた時
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